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伊
藤
壽
一
郎
（
い
と
う
・
じ
ゅ
い
ち
ろ
う
）

東
京
都
生
ま
れ
。
学
習
院
大
学
卒
業
後
、
産

経
新
聞
社
に
入
社
し
、
文
化
部
、
経
済
部
、

社
会
部
な
ど
を
経
て
2
0
0
2
年
か
ら
科
学

部
。
現
在
は
文
部
科
学
省
の
科
学
技
術
部
門

を
担
当
し
、原
子
力
か
ら
地
震
、宇
宙
、物
理
、

化
学
、
生
物
、Ｉ
Ｔ
ま
で
、
幅
広
い
分
野
を

取
材
対
象
と
し
て
い
る
。
著
書
に
『
生
き
も

の
異
変 

温
暖
化
の
足
音
』（
共
著
、扶
桑
社
）、

『
新
ラ
イ
バ
ル
物
語 

闘
い
が
生
む
現
代
の
伝

説
』（
共
著
、
柏
書
房
）
な
ど
が
あ
る
。

　

世
界
最
大
の
熱
帯
林
が
広
が
る
南
米
の
ア

マ
ゾ
ン
川
流
域
は
、
多
種
多
様
な
生
物
を
育
む

「
生
命
の
ゆ
り
か
ご
」
と
呼
ば
れ
て
い
ま
す
。

そ
の
豊
か
な
多
様
性
の
一
端
を
、
世
界
最
強
の

発
電
魚
デ
ン
キ
ウ
ナ
ギ
が
支
え
て
い
る
可
能

性
が
、
最
近
浮
上
し
て
き
ま
し
た
。
放
電
に

よ
り
周
囲
の
生
物
に
遺
伝
子
組
み
換
え
が
起
こ

り
、
新
た
な
種
の
誕
生
や
進
化
を
促
進
し
て

い
る
か
も
し
れ
な
い
と
い
う
の
で
す
。

■
馬
や
ワ
ニ
も
一
撃
で
気
絶

　

デ
ン
キ
ウ
ナ
ギ
は
、
ア
マ
ゾ
ン
川
流
域
に

生
息
す
る
大
型
魚
で
、
体
長
が
約
2.5
メ
ー
ト

ル
に
達
し
、
体
重
が
20
キ
ロ
を
超
え
た
例
が

確
認
さ
れ
て
い
ま
す
。
体
内
に
発
電
器
官
を

持
ち
、
家
庭
用
コ
ン
セ
ン
ト
か
ら
供
給
さ
れ
る

1
0
0
ボ
ル
ト
ど
こ
ろ
か
、
デ
ン
キ
ナ
マ
ズ
や

シ
ビ
レ
エ
イ
な
ど
も
上
回
る
8
6
0
ボ
ル
ト

も
の
強
力
な
電
気
を
発
生
す
る
、
地
球
上
で

最
大
最
強
の
発
電
生
物
で
す
。

　

電
気
は
仲
間
と
の
コ
ミ
ュ
ニ
ケ
ー
シ
ョ
ン

の
ほ
か
、
魚
類
や
小
型
の
哺
乳
類
を
し
び
れ

さ
せ
て
食
べ
る
狩
り
に
使
い
ま
す
。
外
敵
に

世
界
最
強
の
発
電
魚
デ
ン
キ
ウ
ナ
ギ

電
撃
で
他
の
生
物
の
遺
伝
子
組
み
換
え

産
経
新
聞
科
学
部
記
者

伊
　
藤
　
壽
一
郎

も
放
電
し
、
馬
や
ワ
ニ
で
さ
え
一
撃
で
気
絶

さ
せ
る
そ
う
で
す
。
そ
ん
な
デ
ン
キ
ウ
ナ
ギ

の
放
電
に
つ
い
て
名
古
屋
大
の
飯
田
敦
夫

助
教
（
分
子
生
物
学
）
ら
の
研
究
チ
ー
ム
は
、

周
囲
の
生
物
の
遺
伝
子
に
影
響
を
及
ぼ
す
可
能

性
が
あ
る
の
で
は
な
い
か
と
考
え
ま
し
た
。

■
エ
レ
ク
ト
ロ
ポ
レ
ー
シ
ョ
ン

　

分
子
生
物
学
の
世
界
に
は
、
エ
レ
ク
ト
ロ

ポ
レ
ー
シ
ョ
ン
と
い
う
遺
伝
子
組
み
換
え
技

術
が
あ
り
ま
す
。
細
胞
の
遺
伝
情
報
を
伝
え

る
デ
オ
キ
シ
リ
ボ
核
酸
（
Ｄ
Ｎ
Ａ
）
と
い
う

物
質
に
、
新
た
な
遺
伝
情
報
を
追
加
し
組
み

換
え
る
た
め
、
追
加
す
る
遺
伝
情
報
を
持
つ

人
工
Ｄ
Ｎ
Ａ
と
細
胞
を
溶
液
に
浸
し
、
高
電

圧
を
か
け
人
工
Ｄ
Ｎ
Ａ
を
入
り
込
ま
せ
る
も

の
で
す
。

　
飯
田
助
教
は
、
自
然
界
で
も
デ
ン
キ
ウ
ナ
ギ

の
放
電
で
同
様
の
こ
と
が
起
き
て
い
る
の
で
は

な
い
か
と
推
測
し
ま
し
た
。
河
川
や
海
洋
の

水
は
、
生
息
す
る
生
物
に
由
来
す
る
Ｄ
Ｎ
Ａ
の

断
片
が
大
量
に
漂
っ
て
お
り
、
放
電
で
遺
伝

子
組
み
換
え
が
起
き
る
条
件
が
整
っ
て
い
る

か
ら
で
す
。

　

研
究
チ
ー
ム
は
、
紫
外
線
を
当
て
る
と
緑

色
に
輝
く
緑
色
蛍
光
タ
ン
パ
ク
質（
Ｇ
Ｆ
Ｐ
）

と
い
う
物
質
を
合
成
す
る
よ
う
遺
伝
情
報
を

設
計
し
た
人
工
の
Ｄ
Ｎ
Ａ
断
片
の
溶
液
を
作

製
。
こ
の
溶
液
に
ゼ
ブ
ラ
フ
ィ
ッ
シ
ュ
と
い
う

小
魚
の
幼
魚
を
入
れ
て
容
器
に
収
め
、
デ
ン
キ

ウ
ナ
ギ
を
飼
育
す
る
水
槽
に
沈
め
ま
し
た
。

水
槽
内
に
餌
と
し
て
金
魚
を
入
れ
る
と
、
デ
ン

キ
ウ
ナ
ギ
は
放
電
で
攻
撃
し
て
捕
食
。
容
器
内

の
ゼ
ブ
ラ
フ
ィ
ッ
シ
ュ
に
も
電
撃
が
伝
わ
り

ま
し
た
。

■
輝
い
た
ゼ
ブ
ラ
フ
ィ
ッ
シ
ュ

　

こ
の
よ
う
な
形
で
、
ゼ
ブ
ラ
フ
ィ
ッ
シ
ュ

の
幼
魚
、
計
約
3
0
0
匹
に
デ
ン
キ
ウ
ナ
ギ

の
電
撃
を
浴
び
せ
る
実
験
を
行
い
、
翌
日
に

紫
外
線
を
照
射
し
ま
し
た
。
す
る
と
、
5
％

に
当
た
る
約
15
匹
の
魚
体
が
緑
色
に
輝
き
、

細
胞
内
に
人
工
Ｄ
Ｎ
Ａ
が
入
り
込
ん
で
Ｇ
Ｆ
Ｐ

が
合
成
さ
れ
て
い
る
こ
と
が
確
認
さ
れ
ま
し

た
。
そ
の
う
ち
約
1
割
が
、
細
胞
の
Ｄ
Ｎ
Ａ

に
組
み
込
ま
れ
た
と
み
ら
れ
ま
す
。

　

チ
ー
ム
は
こ
れ
ら
か
ら
、
デ
ン
キ
ウ
ナ
ギ

の
放
電
は
、
ア
マ
ゾ
ン
の
自
然
環
境
で
も
周

囲
の
生
物
の
細
胞
に
環
境
Ｄ
Ｎ
Ａ
を
取
り
込

ま
せ
、
遺
伝
子
組
み
換
え
を
促
進
し
て
い
る

可
能
性
が
高
い
と
結
論
づ
け
ま
し
た
。

　

今
回
の
実
験
で
遺
伝
子
組
み
換
え
が
起
き

た
と
み
ら
れ
る
の
は
、
生
殖
と
は
無
関
係
な

体
細
胞
で
次
世
代
に
は
伝
わ
り
ま
せ
ん
。
け

れ
ど
、
自
然
界
で
は
産
み
付
け
ら
れ
た
受
精

卵
の
近
く
で
デ
ン
キ
ウ
ナ
ギ
の
放
電
が
起
き

る
可
能
性
も
あ
り
ま
す
。
受
精
卵
で
遺
伝
子

組
み
換
え
が
起
き
れ
ば
、
新
た
な
形
質
は
次

世
代
以
降
に
伝
わ
り
、
進
化
や
新
た
な
種
の

誕
生
に
つ
な
が
る
か
も
し
れ
ま
せ
ん
。

　

魚
以
外
で
も
、
ミ
ド
リ
ム
シ
の
よ
う
な
細

胞
分
裂
で
増
殖
す
る
単
細
胞
生
物
な
ら
、
成

長
の
ど
ん
な
過
程
で
遺
伝
子
組
み
換
え
が
起

き
て
も
新
た
な
形
質
の
獲
得
に
よ
る
進
化
が

生
じ
得
ま
す
。
そ
の
た
め
ア
マ
ゾ
ン
川
流
域

の
生
態
系
の
豊
か
な
多
様
性
に
、
デ
ン
キ
ウ

ナ
ギ
の
電
撃
が
貢
献
し
て
い
る
可
能
性
が
あ

る
わ
け
で
す
。
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